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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

気
持
ち
い
い

に
っ
こ
に
こ 

」

道
路
で
あ
い
さ
つ

６ ３
652

　

政
府
は
、
令
和
５
年
度
予
備

費
使
用
に
つ
い
て
、
３
月
１
日

に
閣
議
決
定
し
た
。

　

令
和
５
年
度
予
備
費
使
用
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
よ
り

１
．
災
害
を
受
け
た
道
路
・
河

川
・
港
湾
等
に
つ
い
て
、
国
が

施
行
す
る
災
害
復
旧
事
業
等

（
権
限
代
行
を
含
む
）
及
び
県

が
施
行
す
る
災
害
関
連
緊
急
砂

防
等
事
業
等
に
要
す
る
経
費

２
．
災
害
を
受
け
た
上
下
水
道

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
と
連

携
し
た
一
体
的
な
早
期
復
旧
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
下
水
道
事

業
関
係
の
経
費

３
．
災
害
を
受
け
た
官
庁
施
設

に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
事
業
に

要
す
る
経
費

４
．
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
‐
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等

に
よ
る
支
援
に
必
要
な
経
費

５
．
災
害
を
受
け
た
港
湾
に
つ

い
て
、
港
湾
管
理
者
が
施
行
す

る
港
湾
機
能
復
旧
推
進
事
業
に

要
す
る
経
費

６
．
災
害
を
受
け
た
港
湾
に
つ

い
て
、
国
が
実
施
す
る
被
災
岸

壁
の
安
定
利
用
に
資
す
る
緊
急

調
査
に
要
す
る
経
費

７
．
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お

い
て
、
基
盤
地
図
情
報
の
整
備

等
に
要
す
る
経
費

８
．
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お

い
て
、
国
が
実
施
す
る
復
興
ま

ち
づ
く
り
・
住
ま
い
の
復
興
に

向
け
た
調
査
等
に
要
す
る
経
費

９
．
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お

い
て
、
国
が
実
施
す
る
液
状
化

災
害
の
再
発
防
止
に
向
け
た
対

策
検
討
調
査
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
た
。

予
備
費
使
用
額　

８
３
０
億
円

○
災
害
復
旧
等　

８
３
０
億
円

※
前
述
の
ほ
か
、
自
動
車
安
全

特
別
会
計
空
港
整
備
勘
定
に
計

上
す
る
経
費
と
し
て
、
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
災

害
を
受
け
た
能
登
空
港
に
つ

い
て
、
国
が
施
行
す
る
災
害
復

旧
工
事
に
要
す
る
経
費
（
12
億

円
）
が
あ
る
。

【
災
害
復
旧
等
】

（
１
）
道
路
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
４
５
，
４
７
０
百
万

円
　

能
越
自
動
車
道
の
う
ち
国
管

理
区
間
（
の
と
三
井
Ｉ
Ｃ
～
穴

水
Ｉ
Ｃ
、
七
尾
Ｉ
Ｃ
～
高
岡
Ｉ

Ｃ
）
等
の
新
潟
県
、
富
山
県
及

び
石
川
県
の
直
轄
国
道
に
お
い

て
、
土
砂
崩
落
、
道
路
崩
落
箇

所
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
を
実

施
。
ま
た
、
能
越
自
動
車
道
の

う
ち
石
川
県
管
理
区
間
及
び
国

道
２
４
９
号
の
沿
岸
部
に
お
い

て
、
国
が
権
限
代
行
に
よ
り
、

交
通
確
保
に
向
け
た
道
路
の
災

害
復
旧
事
業
等
を
実
施
。

（
２
）
上
下
水
道
の
一
体
的
な

早
期
復
旧

《
下
水
道
分
》
公
・
国
費
２
，

４
４
４
百
万
円

《
水
道
分
（
厚
生
労
働
省

計
上
）
》
公
・
国
費
３
，

３
９
２
百
万
円

※
合
計
で
５
，
８
３
６
百
万
円

　

特
に
深
刻
な
被
害
を
生
じ
た

石
川
県
６
市
町
を
は
じ
め
と
す

る
被
災
３
県
に
お
い
て
、
厚
生

労
働
省
と
連
携
し
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負

担
法
や
そ
れ
と
同
等
の
予
算
措

置
に
よ
り
、
上
下
水
道
の
応
急

復
旧
及
び
本
復
旧
を
実
施
し
、

上
下
水
道
一
体
と
な
っ
た
早
期

復
旧
を
実
施
。

（
３
）
被
災
河
川
、
土
砂
災
害

箇
所
に
お
け
る
緊
急
対
策
等

公
・
国
費
６
，
５
０
０
百
万
円

　

被
災
し
た
石
川
県
輪
島
市
を

流
れ
る
河
原
田
川
沿
川
で
発
生

し
た
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
に
対

し
、
国
の
権
限
代
行
等
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
土
砂
災
害

対
策
、
埋
塞
し
た
河
道
の
確
保

に
続
き
、
河
道
内
に
堆
積
し
た

土
砂
等
撤
去
・
護
岸
整
備
を
実

施
。

　

土
砂
災
害
発
生
箇
所
の
う

ち
、
不
安
定
な
状
態
で
斜
面
や

渓
流
内
に
土
砂
・
流
木
が
堆
積

し
、
今
後
の
降
雨
に
よ
り
二
次

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
高
い
、

町
野
川
水
系
寺
地
川
・
牛
尾
川

及
び
国
道
２
４
９
号
沿
岸
部
等

に
お
い
て
、
国
・
県
に
よ
る
緊

急
的
な
土
砂
災
害
対
策
等
を
実

施
。

　

国
が
管
理
す
る
信
濃
川
及
び

庄
川
に
つ
い
て
、
地
震
の
影
響

に
よ
り
被
災
し
た
堤
防
天
端
部

等
の
復
旧
に
加
え
て
、
堤
体
基

礎
部
の
液
状
化
対
策
を
実
施
。

（
４
）
港
湾
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
１
６
，
３
８
２
百
万

円
　

直
江
津
港
、
伏
木
富
山
港
、

七
尾
港
、
金
沢
港
及
び
輪
島
港

に
お
い
て
、
国
有
港
湾
施
設
で

あ
る
岸
壁
等
の
損
傷
箇
所
の
災

害
復
旧
を
実
施
。

　

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
国
の
権

限
代
行
に
よ
り
、
伏
木
富
山

港
、
七
尾
港
、
和
倉
港
、
穴
水

港
、
宇
出
津
港
、
小
木
港
、
飯

田
港
及
び
輪
島
港
に
お
い
て
、

岸
壁
、
防
波
堤
、
臨
港
道
路
等

の
損
傷
箇
所
の
災
害
復
旧
を
実

施
。

（
５
）
海
岸
災
害
復
旧
事
業
等

公
・
国
費
４
，
７
１
２
百
万
円

　

大
規
模
な
津
波
浸
水
や
海
岸

保
全
施
設
へ
の
甚
大
な
損
傷
が

発
生
し
た
石
川
県
珠
洲
市
の
宝

立
正
院
海
岸
、
飯
田
港
海
岸
及

び
石
川
県
七
尾
市
の
和
倉
港
海

岸
に
お
い
て
、
国
の
権
限
代
行

に
よ
り
、
損
傷
し
た
海
岸
堤
防

等
の
災
害
復
旧
等
を
実
施
。

（
６
）
官
庁
施
設
災
害
復
旧
事

業非
・
国
費
７
５
１
百
万
円

　

七
尾
西
湊
合
同
庁
舎
等
の
官

庁
施
設
に
つ
い
て
、
外
構
の
陥

没
や
ひ
び
割
れ
等
の
損
傷
箇
所

の
災
害
復
旧
事
業
を
実
施
。

（
７
）
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
‐
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等

に
よ
る
支
援

公
・
国
費
２
，
２
４
１
百
万
円

　

被
災
自
治
体
か
ら
の
要
請
に

応
じ
、
国
土
交
通
省
の
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
‐
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
等
を
派
遣
し
、
照

明
車
に
よ
る
応
急
対
策
作
業
の

24
時
間
体
制
の
確
保
や
照
明
車

を
活
用
し
た
電
源
支
援
、
給
水

機
能
付
散
水
車
に
よ
る
給
水
支

援
の
ほ
か
、
待
機
支
援
車
派
遣

に
よ
る
復
旧
事
業
等
へ
の
活
動

支
援
等
を
実
施
。

（
８
）
港
湾
機
能
復
旧
推
進
事

業

公
・
国
費
２
，
４
０
５
百
万
円

　

海
上
輸
送
を
通
じ
た
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る
た

め
、
港
湾
管
理
者
が
行
う
ふ
頭

用
地
の
災
害
復
旧
に
対
し
国
庫

補
助
を
特
例
的
に
実
施
し
、
直

江
津
港
、
伏
木
富
山
港
、
七
尾

港
、
金
沢
港
等
に
お
け
る
港
湾

機
能
の
早
期
復
旧
を
推
進
。

（
９
）
被
災
岸
壁
の
安
定
利
用

に
資
す
る
緊
急
調
査

公
・
国
費
１
９
９
百
万
円

　

海
上
輸
送
を
通
じ
た
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る
た

め
、
能
登
半
島
の
港
湾
で
岸
壁

の
損
傷
を
把
握
す
る
た
め
の
計

測
装
置
を
導
入
し
、
詳
細
な
健

全
度
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
利
用
条
件
の
制
限
緩
和
や

係
留
施
設
の
利
用
可
否
判
断
を

加
速
化
。

（
10
）
復
旧
・
復
興
に
資
す
る

基
盤
地
図
情
報
の
整
備
等

非
・
国
費
４
９
８
百
万
円

　

災
害
復
旧
の
た
め
の
公
共
測

量
等
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
液

状
化
に
よ
る
局
所
的
な
地
盤
の

変
動
が
発
生
し
た
地
域
等
に
お

い
て
基
準
点
の
復
旧
測
量
を
行

う
と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興
事

業
や
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
地
形
の
変
化
や
建
物
等

の
被
災
状
況
を
反
映
し
様
々
な

地
図
の
基
礎
と
な
る
電
子
国
土

基
本
図
の
更
新
を
実
施
し
、
必

要
な
地
理
空
間
情
報
を
提
供
。

（
11
）
復
興
ま
ち
づ
く
り
・
住

ま
い
の
復
興
に
向
け
た
調
査
等

令和５年度 国土交通省関係予備費使用等概要令和５年度 国土交通省関係予備費使用等概要

　

高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区

間
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
９

月
に
課
題
の
大
き
い
区
間
を
優

先
整
備
区
間
（
約
８
８
０
㎞
）

と
し
て
選
定
し
、
４
車
線
化
を

道路災害復旧事業

予備費使用額　８３０億円

に
よ
る
計
画
策
定
支
援

公
・
国
費
１
，
１
０
０
百
万
円

　

著
し
い
被
害
が
発
生
し
た
被

災
自
治
体
が
行
う
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画
・
住
ま
い
の
復
興
計

画
の
策
定
を
支
援
す
る
た
め
、

被
災
状
況
や
地
元
の
意
向
に
応

じ
た
復
興
手
法
を
検
討
す
る
直

轄
調
査
及
び
都
市
再
生
機
構
に

よ
る
技
術
支
援
を
実
施
。

（
12
）
液
状
化
災
害
の
再
発
防

止
に
向
け
た
対
策
検
討
調
査

公
・
国
費
２
５
０
百
万
円

　

側
方
流
動
が
発
生
し
特
に
著

し
い
液
状
化
被
害
が
集
中
し
た

地
域
に
つ
い
て
、
地
形
・
地
質

等
の
条
件
を
踏
ま
え
た
効
率
的

な
対
策
工
法
を
検
討
し
、
液
状

化
災
害
の
再
発
防
止
に
向
け
た

対
策
等
を
支
援
す
る
た
め
の
直

轄
調
査
を
実
施
。

〔
自
動
車
安
全
特
別
会
計
空
港

整
備
勘
定
計
上
分
〕

〇
能
登
空
港
の
災
害
復
旧

公
・
国
費
１
，
１
９
６
百
万
円

　

能
登
空
港
に
お
い
て
、
大
規

模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
権
限
代
行
に
よ

り
、
空
港
管
理
者
で
あ
る
石
川

県
に
代
わ
っ
て
、
国
が
本
格
的

な
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
。

（
※
自
動
車
安
全
特
別
会
計
空

港
整
備
勘
定
の
自
己
収
入
の
増

加
分
を
活
用
し
て
措
置
。
）

※
公
は
公
共
事
業
関
係
費
、
非

は
非
公
共
事
業
費
。

順
次
事
業
化
し
て
い
る
。

　

昨
年
５
月
に
成
立
し
た
「
道

路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
独
立

行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
・
債

務
返
済
機
構
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
に
よ
る
料
金
徴
収

期
間
の
延
長
に
よ
っ
て
、
得
ら

れ
る
財
源
を
活
用
し
つ
つ
、
４

車
線
化
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

今
回
、
来
年
度
に
新
た
に
着

手
す
る
４
車
線
化
の
候
補
箇
所

と
し
て
災
害
、
渋
滞
、
事
故
発

生
箇
所
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
計
11
箇
所
約
57
㎞
を
選
定

し
た
。

　

ま
た
、
４
車
線
化
の
準
備
調

査
候
補
箇
所
と
し
て
、
今
後
、

事
業
実
施
環
境
を
整
え
る
た

め
、
調
査
に
着
手
す
る
計
５
箇

所
約
30
㎞
を
選
定
し
た
。

　

今
後
、
事
業
許
可
に
向
け

て
、
必
要
な
手
続
き
を
行
う
と

し
、
残
る
優
先
整
備
区
間
に
つ

い
て
も
、
財
源
の
確
保
状
況
等

を
踏
ま
え
、
順
次
整
備
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。

高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化

高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化

事業区間名 延長 事業費 都道府県

道東自動車道 追分町IC～夕張IC 4.1km 約250億円 北海道

秋田自動車道 横手北スマートIC～大曲IC 7.9km 約360億円 秋田県

常磐自動車道 山元南スマートIC～山元IC 5.5km 約210億円 宮城県

磐越自動車道 西会津IC～津川IC 8.7km 約660億円 新潟県

東海北陸自動車道 飛驒清見IC～白川郷IC 4.3km 約300億円 岐阜県

山陰自動車道 松江玉造IC～宍道JCT 3.0km 約180億円 島根県

徳島自動車道 美馬IC～吉野川SAスマートIC 4.8km 約260億円 徳島県

松山自動車道 伊予IC～内子五十崎IC 5.3km 約400億円 愛媛県

東九州自動車道

（椎田道路）
みやこ豊津IC～築城IC 1.2km 約70億円 福岡県

東九州自動車道 末吉財部IC～国分IC 7.1km 約520億円 鹿児島県

西九州自動車道

（武雄佐世保道路）
武雄南IC～波佐見有田IC 4.6km 約350億円

佐賀県

長崎県

合計 56.5km 約3,560億円

事業区間名 延長 都道府県

富津館山道路 富津竹岡IC～鋸南保田IC 6.8km 千葉県

東海北陸自動車道 飛驒清見IC～白川郷IC 11.9km 岐阜県

舞鶴若狭自動車道 三方五湖スマートIC～若狭三方IC 1.6km 福井県

東九州自動車道 行橋IC～みやこ豊津IC 5.5km 福岡県

東九州自動車道 臼杵IC～津久見IC 4.2km 大分県

合計 30.0km
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